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１ はじめに

近年樹脂製品が多く用いられるようになり、屋

外で雨や日光による劣化評価が重要となってきて

いる。耐候性の目安は年単位であることが多いた

め、実際に屋外暴露試験を行ってから製品仕様を

決定することは困難であり、人工促進耐候性試験

機による評価時間の短縮は非常に重要である。

現在のところ、人工促進耐候性試験機には表１

に示すとおり、従来用いられているカーボンアー

ク灯、キセノンランプに加え、近年メタルハライ

ドランプを光源に用いた超促進耐候性試験による

ものがある。一般的に用いられているサンシャイ

ンカーボンアーク灯式耐候性試験機で３００時間

が屋外暴露約１年間に相当するといわれている１）。

本研究では、最も促進性の高いとされる超促進

耐候性試験を用い、ポリエチレン成形体について

表面の経時変化を観察した。

２ 方 法

試料としては、グレードが異なる低密度ポリエ

チレンからなる成形体ＡとＢを用いた。

超促進耐候性試験機としては、メタルハライド

ランプ式のアイスーパーＵＶテスター（岩崎電気

製 SUV-W151）を用いた。表２に超促進耐候性試

験の運転条件を示す。

色の測定は、分光測色計（コニカミノルタ製

CM-3600d）を用いＬ＊ａ＊ｂ＊表色系の色差を測

定した。

３ 結果と考察

図１に成形体Ａと成形体Ｂの各々の試験前を基

準とした色差ΔＥの経時変化を示す。成形体Ａと

成形体Ｂは、ほぼ同等な変化を示し、照射２４０

時間では色差ΔＥが１６まで変色した。

次に、図２に成形体Ａ表面、図３に成形体Ｂ表

面の顕微鏡画像を示す。成形体Ａでは、試験時間

が１００時間までは大きな変化は見られなかった

が、１２０時間では亀裂が見られはじめ、１６０

時間からは明確な亀裂が観察された。

表１　各種耐候性試験機の仕様と特徴
2)

試験機名称 仕　様 特　徴

サンシャイン

ウェザー

メーター

光源：サンシャインカーボンアー

ク灯放射照度：255W/m2

（300-700nm）

ブラックパネル温度：63℃/83℃

（標準）

・劣化促進に効果がある紫外波長部の光エネルギ

　ーが大きい

・JIS規格に採用され、日本でのウェザーメーター

　試験の主流。 

キセノン

ウェザー

メーター

光源：キセノンアーク灯

放射照度：40～60W/m
2

（300-400nm)）

ブラックパネル温度：63℃/83℃

（標準）

サイクルモード：可

・紫外波長部から可視部において、太陽光に最も

　近似した光源

・試験再現性に優れるが促進性に劣る

・欧米を中心に規格化されており、日本でも規格

　化

強エネルギー型

キセノン

ウェザー

メーター

光源：キセノンアーク灯

放射照度：60～180W/m2

（300-400nm）

ブラックパネル温度：63℃/83℃

（標準）

サイクルモード ： 可

・キセノンウェザーメーターの高光エネルギー可

　変型

・標準のキセノンウェザーメーターより試験促進

　性が高い。

・国際的に規格化が進んでいます。

・各種のサイクルモードが可能

超促進耐候性試

験機

光源：メタルハライドランプ

紫外線強度：～1300W/m2

（300-400nm）

ブラックパネル温度：30～85℃

サイクルモード：可

・紫外部の光エネルギーが、太陽光の10倍以上の

　光源を使用

・試験促進性が高い（ウェザーメーターの数倍～

　十数倍）

・各種のサイクルモードが可能

表２　超促進耐候試験機運転条件

　照射エネルギー 1,000 W/m
2

　ブラックパネル温度  63 ℃

　湿　　度 　50 %RH

　水噴霧サイクル 2時間おきに30秒間

図１ 成形体表面色差の経時変化



成形体Ｂの場合には、試験時間が１２０時間まで

は大きい変化は見られなかったが、１６０時間で

亀裂が見られはじめ、１８０時間からは明確な亀

裂が観察された。

以上のことより、成形体Ａと成形体Ｂでは、色

差変化はほぼ同等であるが、亀裂を生じる早さに

若干の違いがあることがわかった。

また、アイスーパーＵＶテスターでの促進効果

に関する知見を得るために、屋外暴露した場合と

の色度を比較した。図４に成形体Ａを工場屋外で

４年間暴露した試料と、促進試験を行った試料の

結果を示す。４年間工場屋外で暴露した結果と比

較すると、アイスーパーＵＶテスターで８０～１

２０時間試験した場合の結果が似た色を示すこと

がわかった。なお、４年間工場屋外で暴露した試

料表面は、亀裂等の大きい変化は見られなかった。

４ まとめ

成形体ＡとＢをアイスーパーＵＶテスターで促

進試験した結果、色の経時変化は同等であるが、

亀裂を生じる時間に違いがあることがわかった。

また、成形体Ａについて屋外で暴露されたもの

と比較した結果、色の変化に着目すると促進効果

が２９０～４４０倍であることが示唆された。
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図４ 成形体Ａの色度変化
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図２ 成形体Ａ表面の経時変化

図３ 成形体Ｂ表面の経時変化


